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常にわかりやすい。同氏は｢統合する

側にとって、プラグアンドプレイを実

現するように統合することは非常に難

しく、これが事業計画の遅延を引き起

こしている｣と語っている。そしてAxis

社、Bosch社、Sony社はシステムの根

本から変更を加えようと試みている。

上記３社はネットワークビデオ関連製

品の標準的インタフェースを統一する

ため、国際フォーラム開催に向けて協

力することになる。また、既存標準を

把握し、新たな標準化の構築を目指し

ている。これは2008年10月にフレー

ムワークを発表することになってい

る。

Bosch社Gert Van Iperen氏は｢フォー

ラムはみんなのために開かれる｣と強

調している。また、Axis社Bruning氏

は｢新たな標準規格には、ビデオスト

リーミング、機器開発、インテリジェ

ンスメタデータなどへのインタフェー

スを包含することを予定している。

我々はアナログからIPへの簡単な移行

を求めており、これによりユーザー

は混乱せずにIPを採用することがで

きる｣と話してくれた。同氏は続けて

｢Bosch、Sony、Axisは共通の構想を

持っている。まず我々がアイデアを集

め、どのようにフレームワークを構

築するべきなのかについて同意に達

しなければならない｣と語る。 この他

にメーカー数社ではシステム構築者

にIPシステムを効率的に採用するよう

に進めているところもある。｢我々は

常にソリューションを紹介している

が、IPトレーニングとのギャップに直

面している。システム構築者は、欧

州だけでなく世界的に一定レベルのIP

関連知識を備えているが、彼らが複

雑なソリューションに関する十分な

知識を備えているかは疑問｣と語るの

はHoneywellシステムグループEMEA

社マネージングディレクターのVineet 

Nargolwala氏である。そのため、

Honeywell EMEAでは欧州の３つの拠

点(英国、ドイツ、オランダ)にトレー

ニングセンターを設け、顧客にIP関連

技術を教育し顧客がIPを使えるように

支援している。さらに、同氏は｢これ

らのフリーセッションは当社製品につ

いてだけでなく、IP設計、ネットワー

ク構築に関する一般的な技術も教えて

いる｣と話す。

IPが最良なのか?
｢IPの需要は非常に多く、市場も大

きく成長している。一方アナログ機器

市場も成長を続けている｣と多くの専

門家は見ている。また、｢アナログは

消え去らない｣と話すのはNargolwala

氏である。｢当社はセキュリティに広

範的に従事して、アナログも利用可能

なことを良く知っている。そして多く

の顧客がアナログ製品、ソリューショ

ンに億単位の投資をしているのも知っ

ている｣という同氏の意見にDedicated 

Micros社も賛同しており、ADグルー

プCEOのMike Newton氏は｢IPには時代

があり、アナログにも機会がある｣と

語っている。さらに同氏は｢IPだけに

注目するべきとは思っていない。仮に

当社がIP製品を作ったとしても、ユー

ザーは今存在する問題と同じような問

題に衝突するだろう。もしマルチプル

コーデックカードを備えたPCベースの

サーバを採用し、それが16チャンネ

ル、リアルタイムディスプレイが可能

だとしよう。そうすると16チャンネ

ル同時にスクリーンに表示させる際に

は、プロセッサ一つではそれほど多く

の映像を復号化できないので、フレー

ムレートを自動で下げなくてはならな

いことに気づく。ユーザーは数チャン

ネルを操ることはできるが、数千チャ

ンネルを管理することはできない｣と

Newton氏は強調し、続けて｢当社のハ

イブリッドボックスおよびコーデック

により、アナログ信号をデジタル信号

に変更している。そしてデジタル化し

今
やシステム統合という言葉

はどこでも聞くようにな

り、Bosch社、Honeywell

社、Siemens社などの大企業も2008年

５月、英国バーミンガムで開催された

IFSEC2008で、各社の｢統合化｣した製

品を展示していた。メーカーではさら

なる統合を望んでいるものの、この業

界のあるリーダー的企業は、｢大企業

や大規模事業では統合が非常に重要だ

が、すべてにおいて必要というわけで

はない｣と異なる意見を持っていた。

統合はどこで必要か?
｢当社はIPを持っているので統合で

きますと言うことは簡単であり、SDK

を第三者に渡し統合させることも簡

単｣とVista社ブランドディレクターの

Andrew Pigram氏は述べている。｢し

かし、問題は統合から得られる本当の

利点は何かということだ。多くの利点

が得られる一方、得られないこともあ

る｣と語るのはNorbain Groupチーフエ

グゼクティブAlun John氏である。彼は

統合が大規模計画、大規模システムで

多く採用されているという指摘に賛同

している。通常は新築のビルあるいは

大企業が、セキュリティシステムとビ

ル管理システムを組み合わせて使いた

いという要求を持ち、統合を進めるこ

とが多い。中小規模企業では費用が主

な考慮すべき点となり、統合したシス

テムが企業の真に必要とするものにな

るとは限らない。｢英国では多くの商

店にビデオカメラを設置しているが、

それをビル管理システムに組み込む必

要はない｣とBosch Security Systems社 

副社長のGert van Iperen氏は語る。そ

して彼は、最近の統合ではソフトウェ

アによる管理が注目を集めていると指

摘する。｢しかし、まず何を統合し、

どのレベルのものが必要かを見極めな

ければならない｣。今日ほとんどの供

給側がプラットフォームレベルで統合

を提供しており、侵入者検知機能をビ

デオカメラに組み込んだり、アクセス

制御に組み込んだりしている。Bosch

社では次世代の統合はもっと初期段階

からのものになると予測している。

｢将来的に当社の製品は機器レベルで

統合した機能を持つようになるだろ

う。最終的にはセンサも統合すること

ができるようになる。例えば、侵入検

知機能を備えたカメラを特定用途のた

めに利用するようになるだろう｣。

IPの標準化
IP化した製品が増えて統合の幅が広

がったことにより、今後IP関連製品に

は標準規格が求められることになるだ

ろう。これにより通信が楽になり統合

が容易になる。しかし、これまでのと

ころ、特にネットワーク警報について

は世界的な標準がなく、ネットワーク

カメラ、ビデオエンコーダ、ビデオ管

理システムなどのネットワークビデオ

関連製品をどのように通信するかにつ

いては決まっていない。Axisコミュニ

ケーションズEMEA社マーケティング

部長のDominic Bruning氏は｢現状は非

常に明確｣と述べている。これは、ビ

デオ圧縮フォーマットや通信手順など

で異なる標準が存在すること(時には

メーカー内の製品でも異なるAPIを用

意していることもある)を考えれば非

システム統合とIP化は世界のセキュリティ業界で最もホットなトピックである。ただし、実際
の応用においては克服せねばならない点も多いのも事実である。本誌では欧州で最も重要な展
示会IFSEC2008を取材し、欧州における重要メーカーの話を聞くことができ、各社のシステム統
合、IP化に対する意見を得ることができた。

欧州メーカーが見る
システム統合とIPの発展
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た信号はIPを使って処理され、数十台

のパソコンを使う代わりに小さなユ

ニットで処理している｣と語る。

欧州の精鋭
ユーザーフレンドリーであること

も重要である。Dedicated Micros社で

は新しいユーザーインタフェースを展

示場でデモし、リアルタイムおよび

再生画像を制御して見せた。｢管理は

IRリモートや接続したキーボードで行

い、遠隔またはキーボードを使いスク

リーン上でキーワードの確認ができ

る。これによりユーザーは異なる時間

ごとにいくつものステップにより早

送り、巻き戻しをすることができる｣

と語ってくれたのはDedicated Micros

社海外マーケティング部長のPauline 

Norstrom氏である。同氏は｢ローカ

ルもしくはネットワーク上での制御

に関係なく、ユーザーインタフェー

スなどは同一になるように設計しな

ければならず、操作トレーニングは

最小にしなければならない｣と話して

いる。Dallmeier社ではキーボード、

ジョイスティック、ジョグ/シャトル

コントローラ、表示機器を備えたビ

デオ管理センターを発表している。

Dallmeier Electronic U.K.のマネージン

グ部長James Walker氏は、｢今日のセ

キュリティ技術はほと

んどが構成機器やネッ

トワーク関連技術に注

目しており、複雑なシ

ステムの操作を簡単に

するような技術ではな

い｣と話している。管

理ツールは操作担当者

が操作に疲れたりしな

いように、できるだけ

簡単に設計し、人間工

学的に効率が良いよう

に設計している。そし

てこれを技術者が数ヶ

月間にわたり試験す

る。キーパッド、ジョ

イスティック、ジョグ

/シャトルコントロー

ラなどのそれぞれの構

成機器は自由に設置で

き、右利き左利き関係

なく便利に利用するこ

とができる。Legic社の最新PCソフト

は、ユーザーが分析し、さまざまに利

用する身分証の構成を短い時間で処理

することを可能にしている。このソフ

トウェアは、数分以内にアクセスカー

ドを作成することができるなど、３つ

の特徴を備えている。読み取り機能は

文書の内容を分析し、カード内の情

報、部分情報、構造、応答器のアプリ

ケーションを視覚的に表示する。さら

にこのソフトは必要に応じて権限の階

層を可視化し、カードを作成すること

ができる。そして、このソフトウェア

はLegic社のアプリケーション標準も

しくはパートナーからのデータを利用

して、ユーザーがさまざまに利用する

身分証を作成することを可能にしてい

る。

｢当社が知る限りでは、当社はPC

や周辺機器の負担を減らすため、ひ

とつのチップで360度を確認できる

ようにした世界で唯一の企業｣と同氏

は強調した。Indigo Vision社は保存用

ACF(Activity Controlled Framerate)、リ

アルタイム分析など強力なビルトイ

ン構造を持ったIPカメラを紹介してい

た。さらに必要に応じて高品質の4CIF

デジタルビデオを25/30fpsで配信する

ことができる。これらの特徴は帯域幅

の負担を減らし、NVRの容量への負担

を軽減することができ、ユーザーが高

度な分析技術を利用してリアルタイム

でイベントを見つけ出すことを可能に

している。さらに同社のビデオ分析技

術はフィルタを作成し、処理速度の向

上を図っている。
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